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ユビキタスネット社会に向けた研究開発の在り方について

～ＵＮＳ戦略プログラム～

「ユビキタスネット社会に向けた研究開発の在り方」について

【H16.7.28 諮問第９号】

答申概要

情報通信審議会

平成１７年　７月２９日

--UUniversal Communications, NNew Generation Networks, SSecurity and Safety –
-for-
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要　　旨要　　旨

　情報通信審議会では、情報通信技術分科会の下に研究開発戦略委員会を設置し、諮問第９号「ユ
ビキタスネット社会に向けた研究開発の在り方」（平成16年7月28日）について昨年８月から審議を行
い、第35回情報通信技術分科会（平成17年6月27日）において答申（案）がとりまとめられた。

　ICTは、e-Japan戦略Ⅰ及びⅡに基づき、また第2期科学技術基本計画の重点４分野の一つとして、
政府をあげて重点的な取組みが行われてきた結果、我が国は既に世界最高水準のブロードバンド環
境が実現された。さらに今後も引き続き世界最先端で在り続けるため、ユビキタスネット社会に向けた
取組み、u-Japan政策が始動しつつある。
　　 　一方、諸外国では、ICTを経済発展のための重要技術と位置づけ、明確なビジョンの下で国を挙げ
て研究開発を推進している。技術的には、ＩＰ技術により通信インフラの再構築を目指す次世代ネット
ワーク（NGN）の開発や標準化が本格化しようとしている。

　このような状況のもと、報告では、ユビキタスネット社会に向けた社会の潮流を展望するとともに、諸
外国における動向をふまえ、今後重点的に推進すべきICT研究開発の方向性と重点領域を整理した。
　　 　さらに、これら重点研究開発を推進するために、「UNS戦略プログラム」として具体化した。

　「UNS戦略プログラム」とは、
　　　　①　国際社会を先導する　「新世代ネットワーク技術戦略」
　　　　②　安心・安全な社会を目指す　「ICT安心・安全技術戦略」
　　　　③　知的創発を促進する　「ユニバーサル・コミュニケーション技術戦略」

　　 であり、今後、産学官民の連携により重点的に取り組むべき１０の研究開発プロジェクトから成り立っ
ている。

　また、この３戦略プログラムを推進するために国等の担うべき役割と、研究開発を進める上で必要
不可欠となる体制や環境についてとりまとめた。
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審議状況

◆　委員会とりまとめの報告第35回　情報通信技術分科会6月27日

◇　中間取りまとめの報告第30回　情報通信技術分科会12月15日

◇　研究開発戦略委員会を設置第27回　情報通信技術分科会　7月29日

◆　審議における論点を説明
◆　作業班を設置
◆　総務省の研究開発の現状について紹介

第 １回　研究開発戦略委員会　8月 6日

◆　ユビキタス重要研究開発プロジェクト推進のあり方について討議
◆　「ユビキタス重要研究開発プロジェクト」について第７回作業班での検討内容に基
づき審議
◆　「２１世紀ネットワーク基盤技術研究推進会議」における検討の状況紹介

第 ７回　研究開発戦略委員会3月30日

◆　委員会報告（案）について第９回作業班での検討内容に基づき審議第 ９回　研究開発戦略委員会5月23日

◆　委員会報告骨子（案）について第８回作業班での検討内容に基づき審議第 ８回　研究開発戦略委員会4月28日

◆　「重点化すべきICT研究開発領域」の重要技術について第６回作業班での検討内容に
基づき審議
◆　「ユビキタス重要研究開発プロジェクト」のアンケートを実施
◆　標準化活動の取組みについて審議
◆　その他、推進方策・国等の役割について審議

第 ６回　研究開発戦略委員会2月25日

◆　情報通信技術の研究開発における重要分野について討議
◆　「重点化すべきICT研究開発領域」の重要技術について第５回作業班での検討内容に

基づき審議

第 ５回　研究開発戦略委員会17年 　1月31日

◆　中間取りまとめ案について第４回作業班での検討内容に基づき審議第 ４回　研究開発戦略委員会12月13日

◆　情報通信の発展の方向について討議
◆　中間取りまとめ骨子案について第３回作業班での検討内容に基づき審議

第 ３回　研究開発戦略委員会11月19日

◆　情報通信の発展の方向について討議
◆　取りまとめの方向について第１回、第２回作業班での検討内容に基づき審議

第 ２回　研究開発戦略委員会10月20日

◇　「ユビキタスネット社会に向けた研究開発の在り方」について諮問　　　　　　　　（諮問第9号）第12回　情報通信審議会16年 　7月28日
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□　３戦略プログラムの推進方策

　≪国際先導国際先導≫　産業競争力を強化する研究開発を実用化を見据えて推進

　≪安心安全安心安全≫　国・国民の安全を支える研究開発の安定的・継続的な推進

　≪知的創発知的創発≫　人文・社会科学との融合研究や大規模データベースの構築

□　プログラム共通推進方策

　　　パラダイムシフトを起こす萌芽的研究開発の推進

　　　大規模でオープンな研究開発基盤の整備・運用

国の役割標準化の推進標準化の推進

長期的、萌芽的研究の弱体化

システムやアーキテクチャの弱さ

社会的受容性の向上に係る取組不足

ICT研究開発を担う人材の不足




